
雲の髪
雲のこころ
雲の信号
雲の彫刻
雲の刺（とげ）

雲はたよりないカルボン酸
雲のレモンのにほい

春を好んだ黒雲
密雲の国

雲平線（うんぴょうせん）
巻層雲のひかるステーション

空の傷口
　　　空の鯨

空の仕掛け
　　空の地形図

空のねむけ
　空のバリカン

そらのフラスコ

空はサイダーでいっぱいだ

青空の脚
蒸溜瓶の青ぞら

誰も見ていない昔の空

2023 年 6月26日

光の市場
光の外套を着た稲妻

光の酒

光の中の二人の子
光のパラフヰン

光の紐
光の標本

光の骨までカチカチ
ひかりの微塵系列

光の目録
光の領分

金剛石の強い光の粉
桃の果汁のような陽の光

宮沢賢治のことばのかけら①

（ことば採集＝松田素子・川上和生）TIS 展実行委員会作成

光
古い水いろの夢
そらいろのへび　
水いろ川の水いろ駅
水色の過去
青い合図
青いいきもの
青い色のかなしみ

青いいろのピアノの鍵
青いギリシャ文字

青い試薬
青い神話

青い室（へや）
青い抱擁行動

青い夢
いちばんいい透明な青い絵具　

　コバルト山地
なつかしい青いむかし風の幻燈

夏の海の色をしたチョッキ
野の緑青の縞

銀の挨拶
銀のいらだち

銀の風
銀の小人

銀の夜
銀

去年の古い茶色の針
茶いろのひのきでできあがった、しずかな綺麗な日曜日

春のヴァンダイクブラウン
しずかな飴色の水たまり

草いろの夢
半透明な緑の蜘蛛

緑いろのかけ金（かけがね）
緑色のマント
緑のステージ

つつましく折られたみどりいろの通信

菫外線（すみれ）紫外線のこと
紫のあやしい文字

なつかしき灰いろ
灰いろはがねのいかり

5 月の黒いオーヴァコート
夢のような黒い瞳

夢のような色

白い大きなきのこでこしらえた馬車
白い貝殻の沓（くつ）

潰れた赤い信頼

黄いろな時間

青黒さが透き通るまで悲しい
永久で透明な生物の群
硝子のわかもの
ガラスの小鳥
ガラスのマント
ガラスの実

水晶の笛のような声
水素よりもっと透明な

無色な孔雀
透明な足音
透明なエネルギー
透明な群青のうぐいす

透明な生物の群
透明な地質学者

透明薔薇

すきとおった大きなせきばらい
透明な人類の巨大な足跡

透きとほって巨大な過去
巨きなあやしい生物

巨きなすあしの生物たち

いろ

緑

透明
巨

無色

色

風のあかり
風のかけら
風のきもち

風のきもの
風のシグナル

風の城
風の太鼓

風のヂグザグ
風の透明な楔形文字

風の火
風のひとり
風の品種
敬虔な風

紫蘇のかおりの青白い風
盗賊紳士風した風

その息は百合のようにかおりました。
夜の呼吸

サイダーの息

呼吸

風

青

雲
そらは黄水晶（シトリン）ひでりあめ

空

極光か。この結晶はゼラチン型をそっくり取れるよ

雨の卵
気圏オペラ
霧の織物

空気製のビール
空気の祭り
磁性の雪

ダイアモンドの露
つめたい秋の分子

虹の汁天気 空気



銀河ステーション
銀河発電所

天球運行の諧音
　天の海とオーパルの雲
　　天の果実

天の楽音
天のサラアブレッド　

天の太鼓　　

天の地図
天文台の星の係り
ピタゴラス派の天球運行の音 

2023 年 6月26日

朝日の酒
夕陽の汁

夕陽は今は空いっぱいのビール

貴族風の月
月光色の甘い樹液

月光いろのかんざし
月光いろの花

月光液

月光会社
月光瓦斯（ガス）

月光の虹
水仙月

ラムネ瓶の月光
月（ルーノ）の百合

宮沢賢治のことばのかけら②

（ことば採集＝松田素子・川上和生）TIS 展実行委員会作成

陽

銀河

月のひかりがはらわたの底までもしみとほってよろよろする

月

天

さびしい未知
黒のしゃっぽのかなしさ

海の水銀
二十世紀の太平洋
プリオシン海岸

萍果の蒸気（りんごのじょうき）
萍果のわらい（りんごのわらい）

　　水素のりんご
海りんご

寂 海

赤蟹まどふバナナの森
おきなぐさ黒繻子

風が刻んだりんどうの花
柏の木おいらお前と遊びに来たよ

花壇工作
かりんの花もボソボソ暗く燃えたつ

きみかげ草（すずらん）
菊の隠密

シャーマン山
植物界に於ける魔術師

しんとした青い羊歯（しだ）
すなおなほんとうの花びら

チュウリップの幻術
つめくさのあかり

日光の小さな小さな菫
花の盃

林の磁石
東の空の桔梗の花びら

ポプラの錫色の葉
また外れのひのきと青いポプラ

水百合
りんどうの花のコップ

りんどうの花は刻まれた天河石（アマゾンストン）

植物

蟻のお手玉
曖昧な犬

うさぎうま
馬の眼中にいろいろ複雑なレンズ

大きな大きな青じろい獣の骨
狼森
クラムボン
氷ひばり

なんばん鉄のかぶとむし
魚の夢

酒くせの悪い山猫
電線小鳥

猫の事務所
氷河鼠
雪狼

栗鼠と色鉛筆

鯨は怒って水を一つぐうっと口から吐きました

動物

藍色の紳士
柏の木大王
切り抜き紳士

水星少女歌劇団一行
素朴なむかしの神々

装景家
天上技師 Nature 氏
猫の目をした神学士
鼻の赤い灰色の紳士

風景観察官

プラットホームにならんだむすめ
三日月幻師

雪童子
ユリア ペムペル

ひと

子供

ゴーシュ四辺形
琥珀細工の春の器械 
シグナルとシグナレス

蝉の瓦斯発動機（ガスエンジン）
セロの音する液体

第四次延長
電信ばしらのオルゴール

ぶりき細工のとんぼ
ペネタ形
ヘロン

龍が持ってきた薄荷油
歴史の歴史ということの模型

ワルツ第 CZ 号列車
伊太利亜製の空間

紙の服着てタンゴを踊る

金星音楽団
ケンタウルス祭

ゴシック風の幽霊
鹿のゼンマイ

乳房のかたちの種山

おれの恋はいまあの百合の花なのだ
きみはストウヴのように赤くなってる

恋と病熱

alcohol 瓶のなかのけしき
チュウリップの光の酒

黒砂糖のような甘ったるい声
砂糖水のような陽炎

チョコレートと椅子
電気菓子

夏みかんのあかるいにおい
野原の菓子屋

ねむる写真師
草地がねむさを噴く
ねむたい空気の沼

ファリーズ小学校
ノスタルジア農学校

不思議な合図
不思議な引力

感量〇・〇〇二という風なこまやかな仕事
三角帽子の一寸法師のちいさなけまり

あやしい天の切符
あやしい化石

未来圏
未来派

子供のうすい影法師
少女の頬はつめくさの花
少年の唇はゼルリーの香

ねむい 恋
酒

甘い

歪んだ町
おかしな形の小さな飛行船

科学

不思議




